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　高齢者や障害者、介護や育児を担っている方など、地域には、周囲の支えを必要としている方
がたくさんいます。特に、今後は、超高齢社会を迎え、認知症など何らかのハンディがある高齢
者や介護をする家族の数はますます増えると予測されています。なかでも、認知症の方は、2005
年の約170万人が、20年後の2025年には320万人に増えていくと推計されており、誰もがなるお
それのある病気であり、決して人ごとではありません。
　私たちは今、高齢者虐待や消費者被害、振り込め詐欺など、さまざまな権利侵害の危険をはら
んだ世の中で生活をしています。生命や財産を守り、また権利が侵害された状態から救うという
だけでなく、本人の生き方を尊重し、本人が自分の人生を歩むことができるよう、誰もが安心し
て暮らせる地域を目指していきましょう。

《問合せ》介護保険課地域包括支援センター☎24︲2409

　

認
知
症
に
な
る
と
、「
理
解
力
・

判
断
力
の
低
下
」
に
よ
り
、
適
切

に
物
事
の
判
断
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
危
険
で
す
よ
」「
健
康
に

い
い
か
ら
」な
ど
と
い
っ
て
、
高

額
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
契
約
さ

せ
た
り
、
寝
具
や
浄
水
器
を
売
り

つ
け
た
り
す
る
悪
徳
商
法
や
、「
振

り
込
め
詐
欺
」な
ど
が
あ
り
、
認

知
症
で
判
断
力
が
十
分
で
な
い
方
、

一
人
暮
ら
し
で
周
囲
に
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
方
が
被
害
者
と
な

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
契
約
や
、

不
動
産

の
処
分
、

遺
産
分

割
を
す

る
際
に
、

本
人
が

十
分
な

意
思
表

示
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

に
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
例
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
高
齢
者
な
ど
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
や
財
産

を
守
り
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

公
的
な
仕
組
み
と
し
て
「
成
年
後

見
制
度
」
や
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
自

分
や
家
族
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
利
用
を
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
成
年
後
見
制
度

　

判
断
能
力
が
不
十

分
な
た
め
に
、
財
産

侵
害
を
受
け
た
り
、

人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
法

律
面
や
生
活
面
で
支
援
を
受
け
る

身
近
な
仕
組
み
で
す
。

︻
成
年
後
見
の
申
立
手
続
き
に
関

す
る
こ
と
︼
神
戸
家
庭
裁
判
所
豊

岡
支
部
☎
22
－
2
8
8
1

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

日
常
的
な
金
銭
管
理
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
が
自
分
の

判
断
だ
け
で
は
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
方
の
支
援
を
し
て
い
く
た
め

の
制
度
で
す
。

︻
利
用
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
こ

と
︼
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

央
セ
ン
タ
ー
☎
43
－
1
3
3
3

　

平
成
18
年
4
月
に
「
高
齢
者
虐

待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律

（
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
高

齢
者
本
人
と
共
に
養
護
者
（
介
護

者
）
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
19
年
度
の
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
る
と
、
家
庭
内
で
虐
待

を
受
け
た
高
齢
者
の
中
で
、
半
数

近
く
に
認
知
症
の
症
状
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
虐
待
の
要
因
の
一
つ
に
は
、

「
介
護
疲
れ
」
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護

す
る
こ
と
は
、
症
状
の
特
性
で
あ

る
同
じ
話
の
繰
り
返
し
や
物
盗
ら

れ
妄
想
、
徘は
い

徊か
い

な
ど
、
介
護
者
の

身
体
的
・
精
神
的
負
担
が
大
変
大

き
い
も
の
で
す
。

　

時
に
、
そ
れ
ら
の
ス
ト
レ
ス
か

ら
い
ら
立
ち
を
感
じ
る
こ
と
や
、

本
人
の
望
ま
な
い
生
活
を
強
い
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
結
果
と
し

て
虐
待
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
行
為
は
虐
待
に
あ

﹁
理
解
力
・
判
断
力
の
低
下
﹂
の

た
め
に
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
被

害
に
遭
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す

家
庭
内
で
起
こ
る
高
齢
者
虐
待

の
半
数
近
く
に
、
認
知
症
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
!

    地域包括支援センターだより
高齢者の尊厳と権利を
　　　　　 守りましょう!
～誰もが安心して暮らせる地域を目指して～
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た
り
ま
す
。

　

下
表
の
「
5
つ
の
安
心
の
目
安

（
指
標
）」（「
暮
ら
し
」「
家
族
」「
身

体
」「
認
知
症
」「
経
済
状
況
」）
は
、

生
活
す
る
上
で
の
課
題
や
困
り
事

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
受
け
ら

れ
た
り
、「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
市
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談

く
だ
さ
い
。
結
果

と
し
て
、
何
も
な

け
れ
ば
、
そ
れ
に

越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
相
談
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に

支
え
、
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま

す
。
前
記
に
関
す
る
相
談
は
、
市

と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
受
け

て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

2
月
25
日
発
行
の
市
広
報
で
募

集
し
た
介
護
予
防
川
柳
の
優
秀
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら

ま
ず
相
談
を
!

介
護
予
防
川
柳

声
か
け
は　

時
に
は
人
を

　

す
く
え
る
よ

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
星
人
）

支
え
あ
う　

近
所
が
あ
れ
ば

　

笑
顔
に
な
れ
る

（
中
嶋
忠
男
）

種　　類 内　　　　　　　　容

身体的虐待 　暴力的行為などで、身体にあざ、痛みを与える行為や、外部との接触
をさせないようにすること

介護・世話の
放棄・放任

（ネグレクト）

　意図的であるか、結果的であるかにかかわらず、介護や生活の世話を
行っている家族が世話を放棄または放任し、高齢者の生活環境や、高齢
者自身の身体・精神的状態を悪化させていること

心理的虐待 　脅しや侮辱の言葉、威圧的な態度、無視、嫌がらせなどによって、精
神的・情緒的に苦痛を与えること

性的虐待 　本人と合意なく性的な行為を行ったり強要したりすること

経済的虐待 　本人の合意なしに財産や金銭を使用したり、本人が望む金銭の使用を
理由なく制限すること

※自分自身で必要な介護や世話を受け入れない生活をしている「セルフネグレクト（自
己放任）」も社会的に問題となっています。

センター名 住所 電話番号

豊岡地域包括支援センター 城南町23-6 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎町湯島625-9 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター

（竹野分室）
竹野町須谷1478 47-1425

日高地域包括支援センター 日高町祢布891-2 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター

（但東分室）
但東町出合433-1 54-0515

〈5つの安心の目安（指標）の説明〉
（財団法人厚生労働問題研究会「ご近所見守りシート」から抜粋）
サイン 説　　明

暮
ら
し

　ごみがあふれてい
る。衣類が汚れたまま
になっている。

　定期的にごみ出しがなく、生活している印象も薄く、調理や
掃除など基本的な生活状況に不安のある状態です。うまく介護
保険サービスなどの利用を勧めることで、改善する可能性があ
ります。

　しばらく顔を合わさな
い。新聞、郵便物が
たまっている。

　以前は外出していたのに、このところ外に姿を見せないとい
うのは、家庭内の異変を知らせます。新聞や郵便物の放置も手
掛かりとなります。

家　

族

　けんかが絶えない。
高齢者に会わせない。
高齢者へ冷淡な態度
をとる。高齢者への乱
暴な扱い。

　親子や夫婦でけんかをしている様子が、近所にも聞こえてく
るような状況です。従来は、身内のこと、家族のこととして放
置してきましたが、継続すると悲惨な状況になるおそれがあり
ます。

　物の飛び交う音がす
る。怒鳴り声、泣き声
がする。

　ただのけんかではすまないような状況になっていることが
予測されます。外傷や顔面のあざなど、生傷が絶えないように
なってくると危険な状態になります。本人、介護者の双方が発
するメッセージにも、注意を払います。

身　

体

　顔色が悪い。体調
不良がうかがえる。髪、
ひげ、つめが伸びたま
まになっている。

　健康状態の悪化が見受けられる状態です。あるいは、何か不
安なことがあることもあります。髪、ひげ、つめの手入れ不足
は、介護力の低下を示す典型例です。

　最近目立ってやせて
きた。食事を摂ってい
ないと訴える。

　食べられない、あるいは、食べるもののない状態、栄養不良、
健康状態の不安、急激にやせてきた、などの症状です。

認
知
症

　深夜に出歩いてい
る。道に迷う。

　認知症の初期症状で、時間の見当がつかなくなることがあり
ます。家族が探しているかもしれませんし、あるいは気付いて
いないかもしれません。万が一の危険性もありますので、十分
な見守りと声掛けが必要です。

　大声を上げる。店
先で支払いをめぐってト
ラブルになった。

　隣近所にも聞こえるほどの大声が、頻繁に発生するのは、認
知症と関係あることがあります。また、認知症になると、支払
いをしないまま商品を手にして店を出ることもあり、窃盗と勘
違いした店員とトラブルになります。

経
済
状
況

　年金があるのに、
「お金がない」と訴え
る。

　家族が年金や通帳を保管し、勝手に財産処分することもあり
ます。あるいは、消費者被害にあって、通帳をだまし取られた
りする場合もあります。

　必要な介護サービス
を利用していない。

　介護が必要、あるいは認知症の症状があり、通所介護サービ
スやヘルパーの援助が適切と思われるにもかかわらず、家族が
年金、通帳などを管理していて、サービスを利用させようとし
ない場合があります。


